
これからの不動産業界

2018年4月から宅建業法が一部改正されます

消費者と業者の情報格差の問題など、「日本にあるべき不動産市場の実現」を目指し、
不動産会社を設立。業界発となる全取扱い物件に「住宅履歴書」を導入、顧客の資産価
値の向上を行う。
また、一つ一つの建物の価値を維持・向上させるべく、自社施工物件のみならず、仲

介物件においても、引渡し後の「維持管理事業」を展開。こうした中古住宅（建物）を
正しく評価し流通させる取り組みを全国へ拡げるために、VCネットワーク「売却の窓口
®」を運営し、その加盟店は全国へ広がっている。不動産流通の現場を最も知る不動産
屋のコンサルタントとして、各種メディア・媒体等においての寄稿やコラム等多数。

PICK UP

※セミナー終了後、ご懇親会を予定（会費制：5,000円）
住所：京都府京都市中京区御池通両替町上ル龍池町448-1
※地下鉄「烏丸御池」駅より2番出口徒歩1分

TEL：075-255-3650 FAX:075-255-3651（担当：永島）

宅建業法の一部改正や安心R住宅という新しい制度が検討されるなど、不動産業界は今後大きく変動していきます。
工務店様におきましても、住宅ストック社会を生き残るためには不動産業の知識を身につけることが必要です。












